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 k = 0; : : : ;M   1	において，
D(j ; l)  D(j0 ; l0); 8j0; l0 (j0 6= l0)を満たす 2量子状態信号
fj ; lg を近接 2 信号と呼ぶ．ここで，D( ; ) はトレース距離
を表す．近接 2信号のトレース距離を Dmin とする．Dmin を用
いて，この 2 信号の最小誤り率は P binarye = 1=2(1  Dmin) で
与えられる．量子状態信号 k について，D(k; i) = Dmin とな
る i を k の近接信号と呼び，この近接信号の平均数を hNiと
表す．文献 [1]で提案された近似式 P approxe は，P binarye と hNi
を用いて式 (1)のように提案されており，近似値の小さなところ
で，M 元量子状態信号の最小誤り率 P opte の良い近似となるこ
とが数値的に示されている．
P approxe = hNiP binarye (1)
3 規格化近似精度
文献 [1]では，P approxe がどの程度良いのかを定量的に示すた
めの指標として，規格化近似精度
NA =





本研究では，M 元 ASK (Amplitude Shift Keying)コヒーレ
ント状態信号とM 元 PSK (Phase Shift Keying)コヒーレント
状態信号を対象として調査を行う．ここで，先験確率は等確率と
する．図 1に，PSK信号の元数M ごとの近似値と規格化近似
精度との関係を示す．図 2に，元数M ごとの PSK信号での収
束の挙動を示す．ここで，縦軸 Ratioは，NA=P approxe と 9=8の
図 1 PSKコヒーレント状態信号における P approxe と NAの関係.
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